
　
　
　

張
華
「
軽
薄
篇
」
試
論

宋　
　
　

晗　

　
　
は
じ
め
に

　

張
華
（
二
三
二
〜
三
〇
二
）
は
、
陸
機
・
左
思
ら
西
晋
文
学
の
主
役
を
見
い
だ
し
た
伯
楽
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
自
身
も
文
学
史
上
に

一
席
を
占
め
て
い
る
。
既
に
林
田
愼
之
助
・
向
嶋
成
美
・
佐
竹
保
子
諸
氏
1

 

が
詩
賦
を
は
じ
め
と
す
る
張
華
の
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
つ

い
て
掘
り
下
げ
、
微
賎
の
出
か
ら
司
空
へ
と
立
身
出
世
し
た
彼
の
人
生
と
文
学
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

先
学
の
論
考
を
ふ
ま
え
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、張
華
の
手
に
な
る
新
作
の
楽
府
題
で
あ
る
。現
存
す
る
張
華
の
雑
曲
歌
辞
の
う
ち
、「
遊

猟
篇
」「
遊
侠
篇
」「
軽
薄
篇
」「
壮
士
篇
」
の
四
首
が
張
華
の
創
造
に
始
ま
る
と
林
田
氏
は
指
摘
し
て
い
る
2
　

。
氏
は
ま
た
張
華
の
楽

府
の
特
徴
を
「
遊
侠
壮
士
の
世
界
に
題
材
を
求
め
、
雑
曲
歌
辞
に
あ
ら
た
な
領
域
を
開
拓
し
て
い
る
」
と
評
す
る
。
張
華
の
文
学
史
上
に

お
け
る
意
義
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
新
た
な
題
材
を
表
現
し
た
新
作
の
楽
府
題
な
の
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
張
華
は
既
存
の
詩
賦
の
表
現
世
界
と
全
く
無
関
係
の
題
材
を
探
し
だ
し
て
詩
に
仕
立
て
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
の
代
表
作

の
「
情
詩
」
が
、
建
安
詩
人
達
の
「
情
詩
」
の
後
継
作
で
あ
り
つ
つ
も
、
建
安
詩
風
の
古
朴
が
取
り
払
わ
れ
て
修
辞
的
に
洗
練
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
3

 

、
張
華
は
先
行
す
る
表
現
様
式
の
精
緻
化
に
長
け
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
は
新
作
楽
府
題
に
も
看
取
さ
れ
る
が
、

そ
の
委
細
を
「
軽
薄
篇
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
跡
づ
け
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
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一
、
題
名
と
象
徴

　

ま
ず
「
遊
猟
篇
」「
遊
侠
篇
」
な
ど
、「
〜
篇
」
の
定
義
を
確
認
し
て
お
く
。「
〜
篇
」
は
、
楽
曲
の
一
種
で
あ
る
行
4
　

に
合
わ
せ
て
作

成
さ
れ
た
歌
辞
で
あ
る
。
曹
植
の
「
白
馬
篇
」「
名
都
篇
」
が
現
存
最
古
の
作
で
あ
り
、
曹
植
以
後
に
は
西
晋
の
傅
玄
（
二
一
七
〜

二
七
八
）・
張
華
の
作
が
初
期
の
も
の
に
含
ま
れ
る
5
　

。
以
下
「
〜
篇
」
を
篇
題
と
総
称
す
る
。

　

張
華
の
新
作
篇
題
の
表
現
を
分
析
す
る
に
先
立
ち
、
本
節
で
は
題
名
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
張
華
の
題
名
の
付
け
方
が
曹
植
・
傅
玄
の

そ
れ
と
異
な
る
特
徴
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
曹
植
・
傅
玄
の
篇
題
の
タ
イ
ト
ル
が
ほ
ぼ
全
て
首
句
の
上
二
字
と
一
致
し
て
い
る
の
は
、

左
の
数
首
に
徴
証
さ
れ
る
。
本
文
引
用
は
『
樂
府
詩
集
』
に
よ
る
。

曹
植
「
白
馬
篇
」　

白
馬
飾
金
羈　
「
名
都
篇
」　

名
都
多
妖
女　
「
美
女
篇
」　

美
女
妖
且
閑

傅
玄
「
苦
相
篇
」　

苦
相
身
為
女　
「
三
光
篇
」　

三
光
垂
象
表　
「
美
女
篇
」　

美
女
一
何
麗

　

曹
植
の
楽
府
篇
題
は
計
二
十
首
残
っ
て
い
る
が
、『
藝
文
類
聚
』
に
取
ら
れ
た
節
略
文
の
み
伝
わ
る
「
飛
龍
篇
」
を
除
き
、
全
て
が
首

句
の
上
二
字
を
題
名
と
す
る
。
傅
玄
の
篇
題
も
現
存
二
十
二
首
中
、
十
三
首
が
首
句
の
上
二
字
を
題
名
に
冠
し
て
い
る
。
こ
れ
は
西
晋

ま
で
の
楽
府
題
に
共
通
し
て
見
え
る
傾
向
で
あ
り
、
篇
題
で
は
な
い
楽
府
題
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
曹
丕
の
「
善
哉
行
」
三
首
は
そ
れ
ぞ

れ
首
句
の
二
字
を
採
っ
て
「
朝
日
」「
上
山
」「
朝
遊
」
と
の
題
が
付
さ
れ
て
い
る
（『
宋
書
』
巻
二
十
一
・
楽
三
）。

　

歌
辞
作
成
後
に
首
句
の
二
字
が
題
に
さ
れ
た
の
か
、
首
句
の
二
字
に
作
者
が
想
到
し
て
か
ら
歌
辞
が
作
成
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

後
人
に
よ
っ
て
便
宜
的
に
付
け
ら
れ
た
題
で
あ
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
篇
題
の
題
名
は
本
文
の
要
約
や
象
徴
と

し
て
の
機
能
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
張
華
の
新
作
篇
題
と
首
句
の
関
係
を
見
れ
ば
（
本
文
は
『
楽
府
詩
集
』
に
よ
る
）、

「
遊
猟
篇
」
歳
莫
凝
霜
結　
「
遊
侠
篇
」
翩
翩
四
公
子　
「
壮
士
篇
」
天
地
相
震
蕩　
「
軽
薄
篇
」
末
世
多
軽
薄
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「
遊
猟
篇
」「
遊
侠
篇
」「
壮
士
篇
」
は
首
句
の
上
二
字
を
篇
題
と
し
て
お
ら
ず
、「
軽
薄
篇
」
だ
け
が
首
句
の
末
二
字
を
題
名
に
冠
す
る
。

曹
植
・
傅
玄
と
張
華
の
篇
題
の
題
名
の
相
違
か
ら
し
て
、
張
華
自
身
が
題
名
選
定
に
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
壮

麗
な
狩
猟
を
描
い
た
「
遊
猟
篇
」（『
楽
府
詩
集
』
巻
六
十
七
）
を
例
に
吟
味
す
る
。

輿
徒
既
整
飭　

容
服
麗
且
妍　
　

輿
徒　

既
に
整
飭
し
て
、
容
服　

麗
且
つ
妍
な
り

武
騎
列
重
囲　

前
駆
抗
修
旃　
　

武
騎　

重
囲
を
列
ね
、
前
駆　

修
し
ゆ
う

旃せ
ん

を
抗あ

ぐ

倏
忽
似
回
飇　

絡
繹
若
浮
煙　
　

倏
忽
と
し
て
回
飇
に
似
た
り
、
絡ら

く

繹え
き

と
し
て
浮
煙
の
若
し

鼓
譟
山
淵
動　

衝
塵
雲
霧
連　
　

鼓
譟さ
わ

ぎ
て
山
淵
動
き
、
塵
を
衝
き
て
雲
霧
連
ぬ

　

派
手
に
着
飾
っ
た
車
の
従
者
（「
輿
徒
」）、
獲
物
を
囲
い
込
む
た
め
の
陣
を
敷
く
騎
馬
隊
（「
武
騎
」）、
旗
を
掲
げ
る
先
駆
け
（「
前
駆
」）

は
旋
風
の
ご
と
く
動
き
、
た
な
び
く
靄
の
よ
う
に
う
ち
続
く
陣
容
が
山
野
に
ど
よ
め
き
つ
つ
展
開
す
る
。
続
く
狩
り
の
場
面
で
も
そ
の

規
模
の
大
き
さ
が
表
現
さ
れ
る
。

由
基
控
繁
弱　

公
差
操
黃
間　
　

由
基　

繁
弱
を
控ひ

き
、
公
差　

黃
間
を
操
る

機
発
応
弦
倒　

一
縱
連
双
肩　
　

機
発
し
て
弦
に
応
じ
て
倒
れ
、
一
た
び
縱は

な

ち
て
双
を
連
ね
て
肩に
な

は
る
6

僵
禽
正
狼
藉　

落
羽
何
翩
翻　
　

僵
禽　

正
に
狼
藉
た
り
、
落
羽　

何
ぞ
翩
翻
た
る

積
獲
被
山
阜　

流
血
丹
中
原　
　

積
獲　

山
阜
を
被
い
、
流
血　

中
原
を
丹あ

か

く
す

　

弓
と
弩

い
し
ゆ
み

の
名
人
（
養
由
基
と
庾
公
差
）
も
か
く
や
と
思
わ
れ
る
射
手
の
腕
前
は
、
弦
が
鳴
れ
ば
必
ず
命
中
し
、
一
本
の
矢
で
二
羽
を

射
貫
き
、
数
え
切
れ
な
い
獲
物
か
ら
流
れ
る
血
潮
は
中
原
を
赤
く
濡
ら
す
ほ
ど
だ
と
言
う
。
詩
は
次
い
で
豪
奢
な
夜
宴
を
描
き
、
最
後
に
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狩
の
主
人
が
人
生
の
有
限
を
は
か
な
み
、
狩
猟
に
淫
す
る
こ
と
へ
の
自
戒
で
結
ば
れ
る
。

　

既
に
劉
文
忠
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
遊
猟
篇
」
に
描
か
れ
る
大
規
模
な
狩
猟
の
叙
述
の
型
は
、
司
馬
相
如
の
「
上
林
賦
」、
揚

雄
の
「
羽
猟
賦
」「
長
楊
賦
」
な
ど
の
大
賦
を
ふ
ま
え
て
い
る
7
　

。
更
に
用
語
の
レ
ベ
ル
で
「
遊
猟
篇
」
と
賦
の
影
響
関
係
を
指
摘
す
れ
ば
、

車
の
従
者
を
意
味
す
る
「
輿
徒
」
は
張
衡
「
東
京
賦
」（『
文
選
』
巻
一
）
の
上
林
苑
で
の
御
狩
に
「
馬
足
未
だ
極つ

か

れ
ず
／
輿
徒

0

0

労
せ
ず
（
馬

足
未
極
／
輿
徒

0

0

不
労
）」
と
見
え
、
弩
の
名
器
の
「
黃
間
」
も
や
は
り
張
衡
の
「
南
都
賦
」（
同
巻
四
）
に
お
け
る
南
陽
豪
族
の
狩
猟
の

場
面
に
「
騄ろ

く

驥き

鑣く
つ
わ

を
斉
し
う
し
／
黄
間

0

0

機
張
る
（
騄
驥
斉
鑣
／
黄
間

0

0

機
張
）」
の
先
例
を
検
出
で
き
る
。
帝
都
の
賦
お
よ
び
そ
の
延
長
線

上
に
あ
る
「
南
都
賦
」
は
、
い
ず
れ
も
都
会
を
中
心
と
す
る
帝
国
の
世
界
像
を
描
き
込
ん
で
お
り
、
そ
の
点
景
の
一
つ
に
皇
帝
や
豪
族
の

大
規
模
な
狩
猟
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
漢
賦
の
世
界
に
定
着
し
て
い
る
狩
猟
の
表
現
様
式
を
、
張
華
は
詩
に
移
し
替
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
六
十
四
句
に
及
ぶ
張
華
の
長
編
楽
府
が
、
首
句
の
「
歳
莫
凝
霜
結
」
か
ら
二
字
を
取
っ
た
「
歲
莫
篇
」
で
な
く
、
本
文
中
に
見
え

な
い
「
遊
猟
」
を
冠
す
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。『
史
記
』
巻
百
十
七
・
司
馬
相
如
列
伝
に
司
馬
相
如
が
「
子
虛
賦
」「
上
林
賦
」
を

献
じ
る
に
あ
た
っ
て
「
天
子
遊
猟

0

0

の
賦
を
為つ

く

る
を
請
う
（
請
為
天
子
遊
猟
賦
）」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
狩
猟
を
題
材
と
す
る
賦
群
の

総
称
と
し
て
遊
猟
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
二
字
に
過
ぎ
な
い
「
遊
猟
」
は
、
同
時
代
の
読
者
に
と
っ
て
壮
麗
な
狩
猟
の
情
景
が

喚
起
さ
れ
る
熟
語
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
子
虚
賦
」「
上
林
賦
」
以
降
の
賦
群
に
培
わ
れ
た
奥
行
き
の
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を

背
負
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
、「
遊
猟
」は
狩
猟
団
の
偉
容
、迫
力
溢
れ
る
狩
猟
、豪
奢
な
夜
宴
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
張
華
の
詩
全
体
を
要
約
し
、

作
品
の
テ
ー
マ
を
象
徴
す
る
題
名
た
り
得
た
の
で
あ
る
8
　

。

　
「
遊
猟
篇
」
に
つ
い
で
「
壮
士
篇
」「
遊
侠
篇
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
事
が
指
摘
で
き
る
。「
壮
士
」
の
語
は
、「
風
蕭
蕭
と
し
て
易
水

寒
し
／
壮
士

0

0

一
た
び
去
り
て
復ま

た
還か
え

ら
ず
（
風
蕭
蕭
兮
易
水
寒
／
壮
士

0

0

一
去
兮
不
復
還
）」
と
詠
じ
て
秦
に
赴
い
た
荊
軻
を
想
起
さ
せ
る

し
（『
史
記
』
巻
八
十
六
・
刺
客
列
伝
）、
建
安
詩
に
目
を
転
じ
れ
ば
劉
楨
の
「
五
官
中
郎
将
に
贈
る
」
其
三
（『
文
選
』
巻
二
十
三
）
に

お
け
る
曹
丕
の
出
陣
を
悲
し
む
場
面
で
「
壮
士

0

0

遠
く
出
征
す
／
戎
事
将は

た
独
り
難
か
ら
ん
（
壮
士

0

0

遠
出
征
／
戎
事
将
独
難
）」
と
、
曹
丕

が
壮
士
と
呼
ば
れ
て
い
る
例
を
見
い
だ
せ
る
。「
遊
侠
」
に
つ
い
て
も
、『
史
記
』
に
戦
国
四
公
子
を
筆
頭
と
す
る
遊
侠
列
伝
が
立
て
ら
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れ
て
い
る
よ
う
に
、
張
華
以
前
に
既
に
特
定
の
人
間
類
型
を
指
す
語
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
例
え
ば
曹
植
の
「
白
馬
篇
」
で
作
中
の

主
人
公
は
「
幽
幷
の
遊
侠

0

0

兒
な
り
（
幽
幷
遊
侠

0

0

兒
）」
と
語
ら
れ
て
い
る
。「
壮
士
」
も
「
遊
侠
」
も
、
言
葉
の
背
後
に
豊
か
な
文
化
的

イ
メ
ー
ジ
が
控
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
張
華
の
新
作
篇
題
は
、
西
晋
期
の
士
大
夫
に
共
有
さ
れ
る
文
化
的
通
念
を
基
盤
に
し
て
、
読
者
が
題
名
を
見
た
だ
け
で

輪
郭
の
鮮
明
な
イ
メ
ー
ジ
を
想
像
で
き
る
よ
う
に
仕
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
題
名
の
付
け
方
は
、
抽
象
的
な
思
考
を
展
開
す
る
馮
衍
の

「
顕
志
賦
」、
張
衡
の
「
思
玄
賦
」、
建
安
詩
人
が
共
作
し
た
「
情
詩
」
や
「
七
哀
詩
」
の
よ
う
に
、
題
名
が
本
文
の
主
題
を
徴
表
す
る
賦
・

徒
詩
の
手
法
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
篇
題
の
選
定
自
体
に
、
張
華
の
一
風
変
わ
っ
た
工
夫
を
う
か
が
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
都
会
の
軽
薄
な
少
年
が
物
語
ら
れ
る
「
軽
薄
篇
」
は
、
張
華
の
新
作
篇
題
の
他
の
三
首
と
も
趣
を
異
に
す
る
。
表
現

様
式
の
直
接
の
範
型
と
な
る
先
行
作
品
を
た
や
す
く
探
し
出
せ
る
遊
猟
・
壮
士
・
遊
侠
に
比
べ
、
軽
薄
は
そ
れ
ら
し
き
著
名
な
テ
ク
ス
ト

を
前
代
に
見
い
だ
し
に
く
い
た
め
で
あ
る
。
文
学
的
伝
統
が
比
較
的
浅
い
題
材
を
、
張
華
は
い
か
に
楽
府
の
美
感
に
落
と
し
込
ん
で
い
る

の
か
、
そ
の
方
法
を
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
二
、「
軽
薄
篇
」
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
の
精
緻
化

　
「
軽
薄
」
の
二
字
に
拘
ら
ず
、
都
会
の
少
年
が
主
役
に
据
え
ら
れ
て
い
る
楽
府
を
探
す
な
ら
ば
、
漢
代
の
「
長
安
有
狭
斜
行
」
が
見
い

だ
さ
れ
る
。
こ
の
楽
府
は
、
長
安
の
小
道
で
偶
然
行
き
合
っ
た
少
年
同
士
の
会
話
に
始
ま
り
、
長
安
市
街
で
も
目
立
つ
豪
邸
に
住
む
一

少
年
の
兄
弟
の
身
分
の
高
さ
、
兄
弟
の
配
偶
者
を
讃
え
る
構
成
を
持
つ
9
　

。
共
通
す
る
表
現
が
「
相
逢
行
」
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、

都
会
の
裕
福
な
少
年
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
漢
代
楽
府
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
10
　

。

　
「
軽
薄
篇
」
は
そ
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
得
る
の
だ
が
、
し
か
し
単
に
漢
代
楽
府
の
モ
チ
ー
フ
と
表
現
を
二
番
煎
じ
の
ご
と
く
再
生

産
す
る
こ
と
に
終
始
し
て
は
い
ま
い
。
そ
れ
を
端
的
に
裏
付
け
て
い
る
の
が
「
軽
薄
篇
」
以
前
の
楽
府
題
と
の
辺
幅
の
差
で
あ
る
。
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「
長
安
有
狭
斜
行
」
22
句　
「
相
逢
行
」
30
句　
「
名
都
篇
」
28
句　
「
軽
薄
篇
」
60
句

　

漢
魏
の
類
題
作
が
二
十
〜
三
十
句
に
収
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、「
軽
薄
篇
」
は
一
挙
に
六
十
句
に
倍
増
し
て
い
る
。
句
数
の
顕
著
な

長
大
化
と
い
う
外
形
的
条
件
だ
け
を
見
て
も
、
詩
に
語
ら
れ
る
内
容
に
変
化
の
あ
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
本
稿
冒
頭
で
既
に

述
べ
た
通
り
、
前
代
と
異
な
る
張
華
詩
の
特
徴
は
修
辞
性
に
あ
る
が
、「
軽
薄
篇
」
に
お
い
て
少
年
の
歓
楽
の
諸
相
は
対
偶
・
典
故
の
も

と
に
象
嵌
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
注
意
し
て
「
軽
薄
篇
」
を
分
析
す
る
。

1
末
世
多
軽
薄　

驕
代
好
浮
華　
　

末
世　

軽
薄
多
し
、
驕
代　

浮
華
を
好
む

3
志
意
既
放
逸　

貲
財
亦
豊
奢　
　

志
意
既
に
放
逸
に
し
て
、
貲
財
亦
た
豊
奢
な
り

5
被
服
極
繊
麗　

肴
膳
尽
柔
嘉　
　

被
服　

繊
麗
を
極
め
、
肴
膳　

柔
嘉
を
尽
く
す

７
童
僕
余
粱
肉　

婢
妾
蹈
綾
羅　
　

童
僕　

粱
肉
を
余
し
、
婢
妾　

綾
羅
を
蹈
む

9
文
軒
樹
羽
蓋　

乘
馬
鳴
玉
珂　
　

文
軒
に
羽
蓋
を
樹た

て
、
乘
馬
は
玉
珂
を
鳴
ら
す

〔
中
略
〕

17
朝
与
金
張
期　

暮
宿
許
史
家　
　

朝
に
金
・
張
と
期
し
、
暮
に
許
・
史
の
家
に
宿
る

　

第
一
聯
に
は
頽
廃
的
な
世
相
と
絡
め
て
軽
薄
な
少
年
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
軽
薄
子
は
華
麗
な
衣
服
を
身
に
ま
と
い
、
美
食
を
楽
し
み
、

そ
の
お
こ
ぼ
れ
に
従
僕
も
預
か
る
ほ
ど
で
あ
り
、
立
派
な
車
と
馬
を
の
り
ま
わ
し
、
貴
顕
と
の
交
遊
に
明
け
暮
れ
る
。
金
・
張
・
許
・
史

の
四
姓
は
前
漢
の
宣
帝
期
に
威
勢
を
誇
っ
た
寵
臣
と
外
戚
の
金
日
磾
・
張
安
世
・
許
伯
・
史
高
11
　

を
指
し
、
帝
都
の
豪
強
を
意
味
す
る
。

　

少
年
の
衣
食
・
交
通
・
交
遊
に
関
す
る
こ
の
叙
述
に
は
「
長
安
有
狭
斜
行
」
や
、
張
華
に
先
だ
っ
て
都
会
の
少
年
の
享
楽
を
う
た
っ

た
曹
植
の
「
名
都
篇
」
と
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
が
見
て
取
れ
る
の
だ
が
、
モ
チ
ー
フ
を
基
盤
に
し
て
描
か
れ
た
内
容
に
は
相
違
が
あ
る
。
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「
長
安
有
狭
斜
行
」
で
は
兄
弟
夫
妻
の
紹
介
を
通
じ
て
一
族
の
富
貴
が
語
ら
れ
、「
名
都
篇
」
で
は
闘
鶏
・
狩
猟
と
い
っ
た
遊
興
の
叙
述

に
全
二
十
八
句
中
十
二
句
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
「
軽
薄
篇
」
で
は
少
年
の
出
で
立
ち
と
交
遊
に
重
点
が
置
か
れ
、
華
美
な
雰

囲
気
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
少
年
の
造
型
に
相
応
の
、
贅
を
尽
く
し
た
遊
宴
が
続
い
て
活
写
さ
れ
る
。

19
甲
第
面
長
街　

朱
門
赫
嵯
峨　
　

甲
第　

長
街
に
面
し
、
朱
門
赫か
く

と
し
て
嵯
峨
た
り

21
蒼
梧
竹
葉
清　

宜
城
九
醞
醝　
　

蒼
梧
の
竹
葉
清
、
宜
城
の
九
醞う

ん

醝さ

23
浮
醪
随
觴
轉　

素
蟻
自
跳
波　
　

浮
醪
觴さ
か
ず
きに
随
い
て
轉
じ
、
素
蟻
自
ず
か
ら
波
に
跳
ぶ

　

　

長
い
通
り
に
面
し
、
輝
く
朱
門
が
そ
び
え
立
つ
邸
宅
で
の
宴
飲
を
描
く
場
面
の
視
点
は
酒
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
蒼
梧
産
の
竹
葉
酒
、

宜
城
産
の
九
醞
醝
が
盃
に
盛
ら
れ
、
酒
粕
（「
浮
醪
」）
や
蟻
の
形
を
彷
彿
さ
せ
る
泡
（「
素
蟻
」）
が
波
立
つ
。
細
や
か
な
酒
の
描
写
に
よ
っ

て
参
会
者
が
酌
み
交
わ
す
動
的
な
情
景
が
詩
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
だ
が
、
こ
の
19
〜
24
の
表
現
は
、
先
行
す
る
文
章
表
現
を
素

材
に
取
り
込
ん
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
美
酒
に
酔
っ
て
歓
楽
を
尽
く
す
宴
を
描
い
た
曹
植
の
「
酒
賦
」（『
藝
文
類
聚
』
巻

七
十
二
・
酒
）
を
抜
粋
す
る
。

有
宜
城
醪
醴
、蒼
梧
縹
清
。或
秋
藏
冬
發
、或
春
醞
夏
成
。或
雲
払
潮
涌
、或
素
蟻
浮
蓱
。

宜
城
の
醪
醴
、蒼
梧
の
縹
清
有
り
。或
い
は
秋
に
藏
し
冬
に
發
り
、或
い
は
春
に
醞か

も

し
夏
に
成
る
。或
い
は
雲
払

い
潮
涌
き
、或
い
は
素
蟻
浮
蓱
の
ご
と
し
。

　
「
酒
賦
」
に
酒
の
具
体
名
と
し
て
言
及
さ
れ
る
の
は
右
の
「
宜
城
」
と
「
蒼
梧
」
の
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
銘
酒
の
産
地
と
し
て
名

が
通
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
宜
城
・
蒼
梧
の
銘
酒
が
醸
造
さ
れ
る
過
程
と
、
醸
造
完
了
後
の
様
態
が
描
写
さ
れ
て
い
る
右
の
引
用
箇
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所
の
、
傍
線
部
「
素
蟻
浮
蓱
」
が
「
軽
薄
篇
」
の
「
素
蟻
自
跳
波
」
の
源
泉
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
酒

泡
＝
蟻
の
見
立
て
は
張
華
以
前
の
文
人
の
手
に
よ
る
五
言
詩
（
徒
詩
・
楽
府
を
問
わ
ず
）
に
見
え
ず
、
対
し
て
張
華
作
で
は
「
軽
薄
篇
」

だ
け
で
な
く
「
遊
猟
篇
」
の
夜
宴
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
12
　

。
宴
の
場
面
を
形
作
る
細
部
を
、
張
華
は
既
に
成
熟
し
た
表
現
様
式
を
持

つ
他
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
切
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
賦
に
取
材
し
た
き
ら
び
や
か
な
修
辞
は
、
酒
に
次
ぐ
美
女
の
舞
楽
の
シ
ー
ン
を
印
象

的
に
織
り
な
す
の
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

27
一
顧
傾
城
国　

千
金
寧
足
多　
　

一
顧
し
て
城
国
を
傾
け
、
千
金
寧
ん
ぞ
多
し
と
す
る
に
足
ら
ん

29
北
里
献
奇
舞　

大
陵
奏
名
歌　
　

北
里　

奇
舞
を
献
じ
、
大
陵　

名
歌
を
奏
す

31
新
声
踰
激
楚　

妙
妓
絶
陽
阿　
　

新
声　

激
楚
に
踰
え
、
妙
妓　

陽
阿
に
絶
す

33
玄
鶴
降
浮
雲　

鱏
魚
躍
中
河　
　

玄
鶴　

浮
雲
よ
り
降
り
、
鱏し

ん

魚ぎ
よ　

中
河
に
躍
る

　

美
女
の
舞
う
様
子
を
描
い
た
27
〜
34
に
は
、
す
べ
て
の
句
に
典
故
が
仕
込
ま
れ
て
い
る
。
27
は
李
延
年
の
「
歌
詩
」（『
玉
臺
新
詠
』
巻

一
）
の
「
一
た
び
顧
み
れ
ば
人
の
城
を
傾
け
／
再
び
顧
み
れ
ば
人
の
国
を
傾
く
（
一
顧
傾
人
城
／
再
顧
傾
人
国
）」
に
基
づ
く
。「
北
里
」

は
紂
王
が
妲
己
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
作
っ
た
と
い
う
舞
曲
名
だ
が
、
こ
こ
で
は
北
の
街
を
指
す
。「
大
陵
」
は
趙
の
敬
侯
が
夢
に
琴
を
談

じ
唱
歌
す
る
処
女
を
見
た
場
所
（『
史
記
』
巻
四
十
三
・
趙
世
家
）。「
激
楚
」
は
「
招
魂
」
に
、「
陽
阿
」
は
「
対
楚
王
問
」
に
由
来
す
る

曲
名
で
あ
り
、
31 

32
は
今
こ
の
場
で
披
露
さ
れ
て
い
る
舞
楽
が
名
曲
を
超
え
る
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
美
妙
な
イ
メ
ー
ジ
を
点
綴
す

る
。「
玄
鶴
」
は
琴
の
名
人
・
師
曠
の
演
奏
で
玄
鶴
が
集
っ
た
と
い
う
『
韓
非
子
』
十
過
の
故
事
、「
鱏
魚
」
は
瑟
の
名
人
で
あ
る
瓠
巴
の

演
奏
で
鱏
魚
が
躍
り
出
る
『
淮
南
子
』
説
山
訓
の
故
事
に
基
づ
く
13
　

。
こ
の
く
だ
り
に
は
、
典
故
を
た
だ
羅
列
す
る
の
で
は
な
く
、
動

詞
を
交
え
て
舞
楽
の
躍
動
感
を
演
出
す
る
作
者
の
工
夫
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
表
現
の
練
達
ぶ
り
に
も
依
拠
す
る
型
が
存

在
し
て
い
た
。
後
漢
末
の
辺
譲
の
「
章
華
賦
」（『
後
漢
書
』
巻
八
十
下
・
文
苑
列
伝
・
辺
譲
）
を
抜
粋
す
る
。
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揚
激
楚
之
清
宮
兮
、
展
新
声
而
長
歌
。
繁
手
超
於
北
里
、
妙
舞
麗
於
陽
阿
。

激
楚
の
清
宮
を
揚
げ
、
新
声
を
展
べ
て
長
歌
す
。
繁
手
は
北
里
を
超
え
、
妙
舞
は
陽
阿
よ
り
麗
し
。

　

楚
の
霊
王
が
建
て
た
章
華
台
に
て
催
さ
れ
た
宴
で
、
神
女
の
宓
妃
・
湘
娥
ら
が
舞
楽
を
演
じ
る
一
場
面
に
、「
激
楚
」「
新
聲
」「
北
里
」

「
陽
阿
」
が
見
え
る
。「
軽
薄
篇
」
と
共
通
す
る
楽
曲
が
集
中
的
に
表
れ
て
い
る
好
例
だ
が
、
張
華
が
「
章
華
賦
」
を
参
考
に
し
た
と
い

う
よ
り
は
、
漢
魏
の
賦
に
描
写
さ
れ
る
宴
の
場
面
に
上
記
の
楽
曲
が
頻
出
す
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
に
見
た
酒
と
同
じ
く
、「
軽

薄
篇
」
の
舞
楽
の
典
故
も
賦
の
常
套
に
由
来
し
て
い
る
。
33 

34
の
「
玄
鶴
」「
鱏
魚
」
も
、
張
華
が
直
接
『
淮
南
子
』
か
ら
実
験
的
に
取

り
込
ん
だ
故
事
で
は
な
く
、
馬
融
の
「
長
笛
賦
」（『
文
選
』
巻
十
八
）
の
一
節
「
鱏
魚

0

0

は
水
裔
に
喁ぎ
ょ
う

し
／
駟
馬
を
仰
が
し
め
玄
鶴

0

0

を
舞
わ

し
む
（
鱏
魚
喁
於
水
裔
／
仰
駟
馬
而
舞
玄
鶴
）」
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

つ
と
に
向
嶋
成
美
氏
は
、
張
華
詩
の
修
辞
性
の
特
徴
の
一
つ
に
、
効
果
的
に
配
置
さ
れ
た
典
故
を
数
え
て
い
る
14
　

。
宴
会
の
場
面
を

形
作
る
典
故
は
、
先
行
す
る
漢
魏
の
美
文
、
と
り
わ
け
賦
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
後
漢
中
期
の
馬
融
・
後
漢
末
の
辺
譲
・
魏
の
曹
植
と
い

う
、
世
代
に
隔
た
り
の
あ
る
三
者
の
賦
を
見
る
だ
け
で
も
、
漢
魏
の
賦
の
世
界
で
は
、
酒
・
舞
楽
に
関
連
す
る
表
現
に
一
定
の
ま
と
ま
り

が
あ
っ
た
と
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
を
裏
返
せ
ば
、
漢
魏
・
西
晋
の
読
者
も
ま
た
か
か
る
宴
会
の
表
現
群
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
と

い
う
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。
先
に
見
た
「
軽
薄
篇
」
の
用
典
は
、
張
華
が
彼
独
自
の
眼
識
で
史
書
や
思
想
書
か
ら
抜
き
出
し
た
と
い
う
よ

り
も
、
既
に
効
果
が
保
証
さ
れ
た
も
の
を
取
捨
選
択
し
て
構
成
し
て
い
る
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
て
「
軽
薄
篇
」
の
同
時
代
の

読
者
は
、
詩
に
描
か
れ
た
宴
の
イ
メ
ー
ジ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
描
く
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
「
軽
薄
篇
」
の
宴
会
の
場
面
は
、「
長
安
有
狭
斜
行
」
以
来
の
類
題
楽
府
の
モ
チ
ー
フ
を
承
け
て
い
る
。
し
か
し
先
例
と
共
通
の
モ
チ
ー

フ
の
も
と
に
導
出
さ
れ
た
「
軽
薄
篇
」
に
は
、
決
し
て
見
過
ご
せ
な
い
先
例
と
の
差
異
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
「
軽
薄
篇
」
に
は
、
類

題
楽
府
の
モ
チ
ー
フ
と
い
う
骨
格
に
、他
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
切
り
出
し
て
き
た
宴
会
関
連
の
定
型
表
現
が
肉
付
け
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

民
歌
風
の
歌
い
ぶ
り
は
、
士
大
夫
の
文
芸
た
る
賦
の
表
現
を
取
り
込
ん
で
精
緻
化
し
、
修
辞
性
の
濃
厚
な
も
の
に
鋳
直
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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三
、
宴
の
歓
喜
と
悲
哀

　

華
や
か
な
宴
の
雰
囲
気
が
描
か
れ
た
「
軽
薄
篇
」
は
、
次
の
哀
切
な
文
言
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　

51
留
連
彌
信
宿　

此
歓
難
可
過　
　

留
連
し
て
信
宿
に
彌わ

た

り
、
此
の
歓
た
の
し
み

過
す
べ
き
こ
と
難
し

53
人
生
若
浮
寄　

年
時
忽
蹉
跎　
　

人
生
浮
寄
の
若
し
、
年
時
忽
ち
に
蹉
跎
た
り

55
促
促
朝
露
期　

栄
楽
遽
幾
何　
　

促
促
た
る
朝
露
の
期
、
栄
楽
遽に

わ
かに
幾
何
ぞ

57
念
此
腸
中
悲　

涕
下
自
滂
沱　
　

此
を
念
じ
て
腸
中
悲
し
く
、
涕

　
な
み
だ

下
る
こ
と
自
ず
か
ら
滂
沱
た
り

59
但
畏
執
法
吏　

礼
防
且
切
磋　
　

但
だ
法
を
執
る
の
吏
を
畏
る
れ
ば
、
礼
防
且
つ
切
磋
な
ら
ん
15

　

時
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
去
り
、
栄
楽
も
つ
か
の
間
の
も
の
。
そ
れ
を
思
え
ば
腸
は
む
す
ぼ
お
れ
、
は
ら
は
ら
と
涙
が
流
れ
て
し
ま
う
。

軽
薄
子
の
嗟
嘆
が
せ
り
上
が
っ
て
く
る
が
、か
か
る「
軽
薄
篇
」の
悲
哀
は
類
題
楽
府
よ
り
も
前
景
化
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
曹
植
の「
名

都
篇
」
の
末
尾
は
「
白
日　

西
南
に
馳
せ
／
光
景　

攀
ず
べ
か
ら
ず
／
雲
の
ご
と
く
散
じ
て
城
邑
に
還
り
／
清
晨　

復
た
来
た
り
還
ら
ん

（
白
日
西
南
馳　

光
景
不
可
攀　

雲
散
還
城
邑　

清
晨
復
来
還
）」
と
し
て
、
歓
楽
の
中
断
と
再
開
が
匂
わ
さ
れ
て
も
16
　

、
少
年
達
が

時
間
の
短
促
を
儚
む
そ
ぶ
り
は
見
え
な
い
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
「
軽
薄
篇
」
の
末
尾
は
、「
古
詩
十
九
首
」
以
来
の
推
移
の
悲
哀
の
型
を
汲
む
も
の
で
あ
る
。
多
彩
な
手
法
で
描
か

れ
た
歓
喜
と
、
数
句
に
凝
縮
さ
れ
た
悲
哀
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
振
幅
が
、「
軽
薄
篇
」
の
抒
情
の
核
を
成
し
て
い
る
。
問
題
は
、
推

移
の
悲
哀
が
「
軽
薄
篇
」
に
落
と
し
込
ま
れ
た
か
た
ち
に
あ
る
。
ま
ず
は
「
古
詩
十
九
首
」
に
立
ち
戻
っ
て
推
移
の
悲
哀
に
関
連
す
る

意
匠
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。
其
三
を
掲
げ
る
。

青
青
陵
上
柏　

磊
磊
磵

中
石　
　

青
青
た
り
陵
上
の
柏
、
磊
磊
た
り
磵

中
の
石
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人
生
天
地
間　

忽
如
遠
行
客　
　

人　

天
地
の
間
に
生
く
る
は
、
忽
と
し
て
遠
行
の
客
の
如
し

斗
酒
相
娯
楽　

聊
厚
不
為
薄　
　

斗
酒
も
て
相
い
娯
楽
し
、
聊
か
厚
し
と
し
て
薄
し
と
為
さ
す

駆
車
策
駑
馬　

遊
戯
宛
与
洛　
　

車
を
驅
り
て
駑
馬
に
策む

ち
う

ち　

宛
と
洛
と
に
遊
戯
す

洛
中
何
鬱
鬱　

冠
帯
自
相
索　
　

洛
中　

何
ぞ
鬱
鬱
た
る
、
冠
帯　

自
ら
相
い
索も

と

む

長
衢
羅
夾
巷　

王
侯
多
第
宅　
　

長
衢　

夾
巷
を
羅つ

ら

ね
、
王
侯　

第て
い

宅た
く

多
し

両
宮
遥
相
望　

双
闕
百
余
尺　
　

両
宮　

遥
か
に
相
い
望
み
、
双
闕　

百
余
尺

極
宴
娯
心
意　

戚
戚
何
所
迫　
　

宴
を
極
め
て
心
意
を
娯た

の

し
ま
し
む
る
も
、
戚
戚
た
る
は
何
の
迫
る
所
ぞ

　

須
臾
た
る
生
を
儚
ん
で
、
都
市
で
の
享
楽
に
耽
る
。
楽
し
み
を
極
め
尽
く
し
て
も
、
な
お
迫
る
不
安
と
い
う
、
語
り
手
の
虚
無
的
な

心
情
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
詩
に
は
「
軽
薄
篇
」
と
共
通
す
る
意
匠
、
酒
、
貴
顕
、
大
邸
宅
が
見
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
続
く
「
古

詩
十
九
首
」
其
四
に
も
共
通
し
て
い
る
。

今
日
良
宴
会　

歓
楽
難
具
陳　
　

今
日　

良
宴
会
、
歓
楽　

具つ
ぶ

さ
に
は
陳の

べ
難
し

弾
箏
奮
逸
響　

新
声
妙
入
神　
　

箏
を
彈
じ
て
逸
響
を
奮
い
、
新
声　

妙
な
る
こ
と
神
に
入
る

令
徳
唱
高
言　

識
曲
聴
其
真　
　

令
徳　

高
言
を
唱
う
な
れ
ば
、
曲
を
識し

る
も
の
其
の
真
を
聴
く

斉
心
同
所
願　

含
意
俱
未
申　
　

心
を
斉
し
く
し
て
願
う
所
を
同
じ
く
す
れ
ば
、意
を
含
み
て
俱と

も

に
未
だ
申
べ
ず

人
生
寄
一
世　

奄
忽
若
飆
塵　
　

人
生　

一
世
に
寄
す
、
奄
忽
た
る
こ
と
飆
塵
の
若
し

何
不
策
高
足　

先
拠
要
路
津　
　

何
ぞ
高
足
に
策
ち
、
先
ず
要
路
の
津
に
拠
ら
ざ
る

無
為
守
窮
賤　

轗
軻
長
苦
辛　
　

為
す
無
か
れ
窮
賤
を
守
り
、
轗
軻
し
て
長
く
苦
辛
す
る
を
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其
四
で
は
享
楽
の
主
な
表
象
と
し
て
楽
曲
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
繰
り
返
す
が
、
其
三
と
其
四
の
意
匠
（
酒
、
音
楽
、
貴
顕
、
大
邸
宅
）

は
、
全
て
「
軽
薄
篇
」
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
時
間
の
推
移
に
想
到
し
て
な
い
ま
ざ
る
享
楽
と
悲
哀
の
情
は
、
古
詩
の
段
階
か
ら
、
都

会
に
お
け
る
宴
の
場
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
合
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
文
学
的
因
襲
が
建
安
以
前
の
詩
に
あ
っ
た
の
を
勘
案
す
れ
ば
、「
軽
薄
篇
」
で
は
、
宴
と
い
う
シ
ー
ン
が
基
本
軸
と
な
っ

て
、
都
会
の
少
年
が
外
側
と
内
側

0

0

0

0

0

か
ら
描
写
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
長
安
有
斜
狭
行
」
や
「
名
都
篇
」
の
よ
う
に
、

少
年
の
生
活
の
常
態
と
し
て
の
富
貴
や
享
楽
に
注
視
す
る
だ
け
で
な
く
、
富
貴
・
享
楽
と
表
裏
す
る
哀
情
が
、
軽
薄
子
の
内
面
と
し
て
、

作
品
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
軽
薄
篇
」
に
お
け
る
歓
喜
と
悲
哀
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
華
美
に
流
れ
る
宴
会
か
ら
軽
薄
子
の
心
情
表
現
へ
と
場
面
が
滑
ら
か
に

移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
果
が
引
き
立
て
ら
れ
て
い
る
。
歓
楽
か
ら
悲
哀
に
移
り
変
わ
る
節
目
に
あ
た
る
51 

52
「
畱
連
し
て

信
宿
に
彌
り
／
此
の
歡
過
す
べ
き
こ
と
難
し
」
は
、
歓
楽
に
軸
足
が
置
か
れ
な
が
ら
も
、
歓
楽
を
尽
く
す
時
間
の
不
足
を
暗
示
し
、

時
の
流
れ
そ
の
も
の
を
喚
起
し
て
、
人
生
の
定
め
な
さ
を
説
く
53
「
人
生
若
浮
寄
」
以
降
へ
の
呼
び
水
と
な
っ
て
い
る
。「
軽
薄
篇
」
を

通
覧
し
た
時
、
宴
会
の
場
面
を
飾
り
立
て
る
対
句
の
精
巧
さ
に
注
意
が
向
き
が
ち
で
あ
る
が
、
場
面
の
切
り
替
え
に
も
張
華
の
筆
力
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
要
す
る
に
「
軽
薄
篇
」
に
は
、
陰
影
深
い
抒
情
を
生
み
出
す
張
華
の
手
並
み
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
四
、
あ
り
得
べ
き
人
間
類
型
と
し
て
の
軽
薄
子
―
―
詩
と
現
実
の
間
―
―

　

こ
れ
ま
で
の
分
析
で「
軽
薄
篇
」の
表
現
の
構
造
は
い
さ
さ
か
な
り
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
思
う
。最
終
節
に
入
る
の
に
際
し
て「
軽

薄
篇
」
の
全
文
を
掲
げ
る
17
　

。

1
末
世
多
軽
薄　

驕
代
好
浮
華　
　

末
世　

軽
薄
多
し
、
驕
代　

浮
華
を
好
む

3
志
意
既
放
逸　

貲
財
亦
豊
奢　
　

志
意
既
に
放
逸
に
し
て
、
貲
財
亦
た
豊
奢
な
り
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5
被
服
極
繊
麗　

肴
膳
尽
柔
嘉　
　

被
服　

繊
麗
を
極
め
、
肴
膳　

柔
嘉
を
尽
く
す

7
童
僕
余
粱
肉　

婢
妾
蹈
綾
羅　
　

童
僕　

粱
肉
を
余
し
、
婢
妾　

綾
羅
を
蹈
む

9
文
軒
樹
羽
蓋　

乗
馬
鳴
玉
珂　
　

文
軒
に
羽
蓋
を
樹
て
、
乗
馬
は
玉
珂
を
鳴
ら
す

11
橫
簪
刻
玳
瑁　

長
鞭
錯
象
牙　
　

橫
簪　

玳
瑁
を
刻
み
、
長
鞭　

象
牙
を
錯ま

じ

う

13
足
下
金
鑮
履　

手
中
双
莫
耶　
　

足
下　

金き
ん

鑮は
く

履り

、
手
中　

双
莫
耶

15
賓
従
煥
絡
繹　

侍
御
何
芬
葩　
　

賓
従　

煥
と
し
て
絡
繹
た
り
、
侍
御
何
ぞ
芬
葩
た
る

17
朝
与
金
張
期　

暮
宿
許
史
家　
　

朝
に
金
・
張
と
期
し
、
暮
に
許
・
史
の
家
に
宿
る

19
甲
第
面
長
街　

朱
門
赫
嵯
峨　
　

甲
第　

長
街
に
面
し
、
朱
門
赫
と
し
て
嵯
峨
た
り

21
蒼
梧
竹
葉
清　

宜
城
九
醞
醝　
　

蒼
梧
の
竹
葉
清
、
宜
城
の
九
醞う

ん

醝さ

23
浮
醪
随
觴
轉　

素
蟻
自
跳
波　
　

浮
醪
觴
に
随
い
て
轉
じ
、
素
蟻
自
ず
か
ら
波
に
跳
ぶ

25
美
女
興
斉
趙　

妍
唱
出
西
巴　
　

美
女　

斉
趙
に
興
り
、
妍
唱　

西
巴
に
出
づ

27
一
顧
傾
城
国　

千
金
寧
足
多　
　

一
顧
し
て
城
国
を
傾
け
、
千
金
寧
ん
ぞ
多
し
と
す
る
に
足
ら
ん

29
北
里
献
奇
舞　

大
陵
奏
名
歌　
　

北
里　

奇
舞
を
献
じ
、
大
陵　

名
歌
を
奏
す

31
新
声
踰
激
楚　

妙
妓
絶
陽
阿　
　

新
声　

激
楚
に
踰
え
、
妙
妓　

陽
阿
に
絶
す

33
玄
鶴
降
浮
雲　

鱏
魚
躍
中
河　
　

玄
鶴　

浮
雲
よ
り
降
り
、
鱏し

ん
ぎ
ょ魚　

中
河
に
躍
る

3 5
墨
翟
且
停
車　

展
季
猶
咨
嗟　
　

墨
翟
且
つ
車
を
停
め
、
展
季
猶
お
咨
嗟
す

3 7
淳
于
前
行
酒　

雍
門
坐
相
和　
　

淳
于　

前
み
て
酒
を
行す

す

め
、
雍
門　

坐
し
て
相
和
す

39
孟
公
結
重
關　

賓
客
不
得
蹉　
　

孟
公　

重
關
を
結と
ざ

し
、
賓
客　

蹉た
ち
さ

る
こ
と
を
得
ず

41
三
雅
来
何
遅　

耳
熱
眼
中
花　
　

三
雅
来
た
る
は
何
ぞ
遅
き
や
、
耳
熱
し
て
眼
中
は
花く

ら

む

43
盤
案
互
交
錯　

坐
席
咸
喧
嘩　
　

盤
案
互
い
に
交
錯
し
、
坐
席
咸み

な
喧
嘩
す
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45
簪
珥
或
墮
落　

冠
冕
皆
傾
邪　
　

簪
珥
或
い
は
墮
落
し
、
冠
冕
皆
な
傾
邪
す

47
酣
飲
終
日
夜　

明
燈
継
朝
霞　
　

酣
飲　

日
夜
を
終
え
、
明
燈　

朝
霞
に
継
ぐ

49
絶
纓
尚
不
尤　

安
能
復
顧
他　
　

絶ぜ
つ
え
い纓
尚
お
尤と
が

め
ず
、
安
ん
ぞ
能
く
復
た
他
を
顧
み
む
や

51
留
連
彌
信
宿　

此
歓
難
可
過　
　

留
連
し
て
信
宿
に
彌わ

た

り
、
此
の
歓
た
の
し
み

過
す
べ
き
こ
と
難
し

53
人
生
若
浮
寄　

年
時
忽
蹉
跎　
　

人
生
浮
寄
の
若
し
、
年
時
忽
ち
に
蹉
跎
た
り

55
促
促
朝
露
期　

栄
楽
遽
幾
何　
　

促
促
た
る
朝
露
の
期
、
栄
楽
遽に

わ
かに
幾
何
ぞ

57
念
此
腸
中
悲　

涕
下
自
滂
沱　
　

此
を
念
じ
て
腸
中
悲
し
く
、
涕

　
な
み
だ

下
る
こ
と
自
ず
か
ら
滂
沱
た
り

59
但
畏
執
法
吏　

礼
防
且
切
磋　
　

但
だ
法
を
執
る
の
吏
を
畏
る
れ
ば
、
礼
防
且
つ
切
磋
な
ら
ん

　

雕
琢
さ
れ
た
こ
の
楽
府
の
表
現
意
図
に
つ
い
て
少
し
く
触
れ
て
お
き
た
い
が
、
解
釈
は
お
お
む
ね
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
西

晋
期
の
奢
侈
的
雰
囲
気
に
対
す
る
諷
刺
と
見
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
秩
序
か
ら
逸
脱
し
た
軽
薄
子
の
生
き
方
へ
の
張
華
の
共
感

を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
18
　

。
両
説
は
い
ず
れ
も
本
文
に
根
拠
を
持
つ
合
理
的
な
読
み
で
あ
り
、
一
方
が
他
方
を
否
定
す
る
関
係
に
は

な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
両
説
が
い
ず
れ
も
「
軽
薄
篇
」
に
明
確
な
作
者
の
意
思
表
明
が
託
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
諷
刺
に
せ
よ
、
諷
刺
の
反
措
定
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
張
華
な
ら
で
は
の
美
意
識
に
せ
よ
、
作
者
の
側
に
訴
求
せ
ざ
る
を

得
な
い
純
粋
に
個
人
的
な

0

0

0

0

0

0

0

思
想
な
り
主
題
な
り
が
「
軽
薄
篇
」
に
あ
る
と
い
う
認
識
は
両
説
に
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
先
に
分
析

し
た
ご
と
く
、「
軽
薄
篇
」
は
整
っ
た
賦
の
表
現
や
、「
詠
懷
」
に
痕
跡
を
見
る
軽
薄
子
像
の
導
入
な
ど
、
同
時
代
の
文
学
的
因
襲
に
根

ざ
し
て
象
嵌
さ
れ
た
修
辞
性
の
色
濃
い
作
品
で
あ
る
。
同
時
代
の
読
者
を
楽
し
ま
せ
る
道
具
立
て
が
「
軽
薄
篇
」
に
仕
込
ま
れ
て
い
る

の
は
確
実
だ
が
、
張
華
自
身
の
思
い
の
有
無
は
判
然
と
し
な
い
。
や
は
り
共
同
体
意
識
に
基
づ
い
た
情
感
・
認
識
が
楽
府
に
投
影
さ
れ

て
い
る
と
い
う
森
瀬
壽
三
氏
の
指
摘
の
通
り
19
　

、「
軽
薄
篇
」
も
ま
た
集
団
に
共
有
さ
れ
る
抒
情
が
縁
取
ら
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
、

「
軽
薄
篇
」
と
、
彼
の
思
想
が
前
面
に
浮
き
出
て
い
る
「
鷦
鷯
賦
」
を
同
じ
位
相
に
置
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
今
し
ば
ら
く
控
え
た
い
20
　
。
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そ
の
よ
う
に
「
軽
薄
篇
」
を
措
定
し
た
場
合
、
類
題
楽
府
に
い
う
「
少
年
」
が
「
軽
薄
」
と
い
う
言
葉
に
代
替
さ
れ
、
主
役
に
据
え

ら
れ
た
こ
と
の
経
緯
が
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
。
漢
魏
の
文
献
に
見
え
る
「
軽
薄
」
の
意
味
内
容
を
、
史
書
を
も
射
程
に
据
え
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
『
漢
語
大
詞
典
』
は
「
輕
佻
浮
薄
」
を
第
一
の
語
義
に
し
て
い
る
。
軽
薄
は
秩
序
を
乱
す
行
為
を
含
意
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
が
、

な
お
軽
薄
と
い
う
言
葉
に
想
定
さ
れ
る
人
間
像
を
把
握
し
て
み
た
い
。
馬
援
が
甥
に
宛
て
た
書
簡
（『
後
漢
書
』
巻
二
十
四
・
馬
援
列
伝
）

を
掲
げ
る
。

 

 

初
め
兄
の
子
嚴
と
敦
は
並
び
に
譏
議
を
好
み
、
而
し
て
軽
侠
の
客
に
通
ず
。
援
前さ
き

に
交
阯
に
在
る
や
、
書
を
還
し
て
之
を
誡
め
て

曰
わ
く
、「
…
…
龍
伯
高
は
敦
厚
に
し
て
周
慎
、
口
に
択
言
無
く
、
謙
約
に
し
て
節
倹
、
廉
公
に
し
て
威
有
り
。
吾
は
之
を
愛
し

之
を
重
ん
ず
。
汝
の
曹や

か
らの
之
に
效
わ
ん
こ
と
を
願
え
り
。
杜
季
良
は
豪
侠
に
し
て
義
を
好
み
、
人
の
憂
い
を
憂
い
と
し
、
人
の
樂

し
み
を
樂
し
み
と
し
、清
濁
失
う
所
無
く
、父
の
喪
に
客
の
致
す
こ
と
、数
郡
よ
り
畢

こ
と
ご
とく
至
る
。吾
は
之
を
愛
し
之
を
重
ん
ず
る
も
、

汝
の
曹
の
之
に
效
わ
ん
こ
と
を
願
わ
ざ
る
な
り
。
伯
高
に
效
い
て
得
ざ
れ
ば
、
猶
お
謹
敕
の
士
と
為
る
。
所い

わ

謂ゆ

る
鵠つ
る

を
刻
ん
で

成
ら
ざ
る
も
尚
お
鶩あ

ひ
る
に
類
す
る
者
な
り
。
季
良
に
效
い
て
得
ざ
れ
ば
、
陥
っ
て
天
下
の
軽
薄
子
と
為
る
。
所
謂
る
虎
を
画
い
て

成
ら
ず
し
て
反
っ
て
狗
に
類
す
る
者
な
り
。
…
…
」
21

　

馬
援
の
甥
で
あ
る
馬
厳
・
馬
敦
は
好
ん
で
他
人
を
批
評
し
、
侠
客
と
交
わ
っ
て
い
た
。
甥
の
素
行
を
憂
慮
し
た
馬
援
は
自
ら
が
尊
重

す
る
龍
伯
高
・
杜
季
良
の
為
人
を
比
較
吟
味
し
つ
つ
、
豪
傑
肌
の
杜
季
良
よ
り
も
謹
厳
実
直
な
龍
伯
高
を
範
に
せ
よ
と
甥
を
戒
め
る
。

そ
の
根
拠
に
、
杜
季
良
の
義
侠
心
を
生
半
可
に
真
似
る
と
軽
薄
子
に
堕
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
と
、
傍
線
部
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
書
簡
に
は
年
若
い
甥
の
四
つ
の
将
来
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。
龍
伯
高
の
ご
と
き
廉
公
の
士
、
廉
公
ま
で
に
至
ら
な
い
謹
敕
の
士
、

杜
季
良
の
ご
と
き
豪
侠
、
望
ま
し
く
は
な
い
が
豪
侠
く
ず
れ
の
軽
薄
子
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
け
ば
軽
薄
は
個
人
の
気
質
、
な
か
ん
ず
く
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士
の
か
く
あ
る
べ
き
気
質
の
一
つ
と
し
て
の
豪
侠
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
言
葉
だ
と
判
断
さ
れ
る
。
右
の
書
簡
に
言
及
さ
れ
る
人
物
は

官
吏
か
、
官
吏
予
備
軍
に
相
当
す
る
馬
厳
・
馬
敦
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

軽
薄
は
半
端
な
侠
客
を
指
す
だ
け
に
用
い
ら
れ
て
い
た
言
葉
で
は
な
い
。『
後
漢
書
』
巻
七
十
七
・
酷
吏
列
伝
・
周
䊸
に
は
夏
陽
侯
・

竇
瓌
の
放
恣
ぶ
り
を
軽
薄
と
総
評
し
た
上
で
左
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

按
ず
る
に
、
夏
陽
侯
瓌
は
本
よ
り
軽
薄
に
出
で
、
志
は
邪
僻
に
在
り
。
学
は
経
術
無
き
に
、
而
る
に
妄み

だ

り
に
講
舍
を
構
え
、
外
は

儒
徒
を
招
く
も
、
実
は
姦
桀
を
会あ

つ

む
22
　

。

　　

夏
陽
侯
・
竇
瓌
は
志
よ
こ
し
ま
に
し
て
学
術
に
半
可
通
で
あ
り
な
が
ら
も
、
学
舎
を
構
え
て
儒
者
と
交
わ
る
と
称
し
て
姦
佞
の
徒
と

会
し
た
。
男
伊
達
を
売
り
物
に
す
る
義
侠
で
あ
っ
て
も
、
学
問
に
励
む
儒
者
で
あ
っ
て
も
、
な
ま
な
か
に
心
が
正
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

弊
害
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
か
ら
、
つ
ま
り
軽
薄
の
語
義
の
核
心
は
常
軌
を
逸
脱
し
て
社
会
に
悪
果
を
も
た
ら
す
と
こ
ろ
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
漢
末
の
王
符
の
『
潜
夫
論
』
巻
二
・
考
績
七
で
、
徳
行
に
疑
問
符
の
つ
く
人
物
が
登
用
さ
れ
る
現
状
を
批
判

す
る
一
文
に
「
軽
薄
で
以
て
敦
厚
に
應
じ
」23　

が
見
え
る
の
も
証
左
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、「
軽
薄
篇
」
の
放
蕩
児
が
軽
薄
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
納
得
さ
れ
る
。
倹
約
を
顧
み
ず
に
遊
興
に
ふ
け
る

行
動
様
式
が
軽
薄
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
実
は
、
軽
薄
子
を
題
材
と
す
る
詩
が
阮
籍
の
「
詠
懐
詩
」
に
あ
る
。
其
五
（『
古
詩
紀
』

作
品
番
号
）
を
挙
げ
る
。

1
平
生
少
年
時　

軽
薄
好
絃
歌　
　

平
生　

少
年
の
時
、
軽
薄
に
し
て
絃
歌
を
好
む

3
西
遊
咸
陽
中　

趙
李
相
経
過　
　

西
の
か
た
咸
陽
の
中
に
遊
び
、
趙
李
相
い
経
過
す

5
娯
楽
未
終
極　

白
日
忽
蹉
跎　
　

娯
楽　

未
だ
終
極
せ
ざ
る
に
、
白
日　

忽
ち
蹉
跎
た
り
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7
駆
馬
復
来
帰　

反
顧
望
三
河　
　

馬
を
驅
り
て
復
た
来
た
り
帰
り
、
反
顧
し
て
三
河
を
望
む

9
黄
金
百
溢
尽　

資
用
常
苦
多　
　

黄
金　

百
溢
尽
き
、
資
用　

常
に
苦は

な
は

だ
多
し

11
北
臨
太
行
道　

失
路
将
如
何　
　

北
の
か
た
太
行
の
道
に
望
む
、
路
を
失
し
て
将
た
如
何
せ
ん　

　

昔
、
絃
歌
に
熱
中
し
て
い
た
主
人
公
は
、
時
間
と
金
銭
を
蕩
尽
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
い
、
魏
王
の
邯
鄲
侵
略
を
季
梁
が
諫
め
る

た
め
に
語
っ
た
、
楚
国
を
目
指
し
て
あ
べ
こ
べ
に
太
行
山
に
向
か
う
例
え
話
（『
戰
國
策
』
魏
策
四
）
を
ふ
ま
え
、
路
を
失
う
よ
う
に

転
落
し
た
現
状
に
く
れ
ま
ど
う
。

　

享
楽
的
な
か
つ
て
の
「
少
年
」
が
「
軽
薄
好
絃
歌
」
な
の
だ
と
い
う
。「
詠
懷
詩
」
八
十
二
首
に
は
他
に
も
「
軽
薄
」
が
二
例
検
出
さ
れ
、

特
に
其
七
十
五
に
は
「
軽
薄　

一
時
に
在
り
／
安
く
ん
ぞ
百
世
の
名
を
知
ら
ん
や
（
軽
薄
在
一
時　

安
知
百
世
名
）」
と
も
あ
り
、
死
後

の
名
声
に
意
を
介
さ
ず
遊
蕩
す
る
行
為
と
し
て
「
軽
薄
」
が
定
位
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
張
華
に
引
き
立
て
ら
れ
た
左
思
の
「
詠
史
八
首
」

其
四
（『
文
選
』
巻
二
十
一
）
に
も
、「
軽
薄
」
と
は
銘
打
た
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
都
会
の
人
士
の
逸
楽
が
左
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

朝
集
金
張
館　
　

朝
に
金
張
の
館
に
集
い

暮
宿
許
史
廬　
　

暮
に
許
史
の
廬
に
宿
る

南
鄰
擊
鐘
磬　
　

南
鄰
は
鐘
磬
を
撃
ち

北
里
吹
笙
竽　
　

北
里
は
笙
竽
を
吹
く

　

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
軽
薄
篇
」
の
「
朝
与
金
張
期　

暮
宿
許
史
家
」
な
ど
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。
阮
籍
・
左
思
の
詩
作
を

要
す
る
に
、
放
蕩
す
る
軽
薄
な
少
年
の
造
型
は
、
士
人
社
会
の
現
実
か
ら
発
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
リ
ア
リ
テ
ィ
に
富
ん
で

い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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阮
籍
・
張
華
・
左
思
の
作
の
先
後
や
影
響
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
に
し
得
ず
、
三
者
の
間
に
単
線
的
な
系
譜
を
想
定
す
る
よ
り
も
、
三

者
の
背
景
に
、
都
会
の
諸
相
に
ま
つ
わ
る
表
現
の
広
が
り
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
広
が
り
の
中
に
は
、
文
献
上
確

認
さ
れ
る
典
型
と
し
て
、「
長
安
有
狭
斜
行
」
以
来
の
少
年
の
物
語
や
、「
古
詩
十
九
首
」
に
見
え
る
宴
会
の
悲
喜
哀
歓
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
楽
府
や
徒
詩
に
は
、
享
楽
に
淫
す
る
登
場
人
物
が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
一
時
の
遊
興
に
心
を
解
き
放
ち
、
彼
等
は
、

あ
る
い
は
虚
無
感
を
振
り
払
お
う
と
し
て
酒
に
溺
れ
、
あ
る
い
は
財
産
を
蕩
尽
し
て
後
悔
に
暮
れ
る
。
―
―
作
品
群
に
散
在
す
る
享
楽

的
な
人
間
像
の
断
片
が
、
魏
晋
の
王
朝
交
替
に
際
し
、
軽
薄
と
い
う
一
つ
の
言
葉
の
も
と
に
纏
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
阮
籍
・

左
思
の
詩
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
人
間
像
は
十
分
に
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
例
え
ば
「
詠
懷
詩
」
其
五
は
軽
薄
子

が
道
を
踏
み
外
す
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
、
左
思
の
「
詠
史
」
其
四
で
も
、
軽
薄
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
俗
人
に
当
て
は
め
ら
れ
て
い
て
、

同
作
の
趣
旨
は
逼
塞
し
な
が
ら
も
著
作
に
打
ち
込
む
士
を
讃
え
る
こ
と
に
あ
る
。
対
し
て
張
華
の
「
軽
薄
篇
」
は
、
軽
薄
子
そ
の
も
の

を
主
題
化
し
、
六
十
句
に
わ
た
っ
て
彫
り
深
く
形
象
し
た
と
こ
ろ
に
、
作
品
と
し
て
の
個
別
性
が
備
わ
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、
士
大
夫
の
共
同
経
験
に
根
ざ
す
人
間
類
型
と
い
う
観
点
に
よ
っ
て
、
今
一
度
「
軽
薄
篇
」
を
眺
め
れ
ば
、
社
会
に
お
け
る
軽

薄
子
と
い
う
意
味
合
い
が
第
一
・
二
聯
に
示
さ
れ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。

1
末
世
多
軽
薄　

驕
代
好
浮
華　
　

末
世　

軽
薄
多
し
、
驕
代　

浮
華
を
好
む

3
志
意
既
放
逸　

貲
財
亦
豊
奢　
　

志
意
既
に
放
逸
に
し
て
、
貲
財
亦
た
豊
奢
な
り

　　

軽
薄
子
は
「
志
意
旣
放
逸
」
と
さ
れ
る
。「
志
意
」
は
、
他
者
に
表
わ
れ
出
て
い
る
心
持
ち
を
指
す
。
例
え
ば
、
後
人
の
偽
作
と
さ
れ

る
劉
歆
の
「
遂
初
賦
」
序
（『
藝
文
類
聚
』
巻
二
十
七
・
行
旅
）
の
「
朝
廷
大
臣
の
非そ

し

る
所
と
為
り
、
出
で
て
吏
に
補
せ
ら
る
る
こ
と
を

求
む
。
後
に
五
原
太
守
に
徙
る
も
、
志
意

0

0

得
ず
（
為
朝
廷
大
臣
所
非
、
求
出
補
吏
。
後
徙
五
原
太
守
、
志
意

0

0

不
得
）」
に
看
取
さ
れ
る
。

こ
の
一
文
で
「
志
意
」
が
官
途
で
の
劉
歆
の
志
を
指
し
、
志
意
を
得
な
い
が
故
の
不
遇
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
、「
軽
薄
篇
」
の
「
志
意
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旣
放
逸
」
に
は
、
士
大
夫
社
会
に
認
知
さ
れ
る
軽
薄
子
の
放
縦
な
態
度
が
含
意
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
軽
薄
子
の
奢
侈
放
蕩
は
し
か
し
、

手
放
し
で
称
賛
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
軽
薄
子
が
人
生
の
無
常
を
儚
ん
だ
後
に
提
示
さ
れ
た
末
聯
の
「
但
畏
執
法
吏　

礼
防
且

切
磋
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
五
十
八
句
に
流
麗
に
装
飾
さ
れ
た
哀
歓
が
描
出
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
う
っ
て
か
わ
っ
て
硬
質
な
趣
を
持
つ
。

い
く
つ
か
の
語
の
、
詩
に
お
け
る
先
例
を
見
な
い
た
め
で
あ
る
が
、
周
辺
資
料
を
二
三
参
照
し
て
お
く
。

　
「
但
畏
執
法
吏
」
に
は
歴
史
的
背
景
が
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
史
上
に
軽
薄
と
呼
称
さ
れ
る
人
物
は
、
し
ば
し
ば
法
に
掛
か
っ
て
処
刑

さ
れ
て
い
た
。
前
漢
の
酷
吏
で
あ
る
尹
賞
の
伝
（『
漢
書
』
巻
九
十
）
に
は
、
部
下
を
率
い
て
「
長
安
中
の
軽
薄
少
年
惡
子
を
雜
舉
」
し
、

数
百
人
を
処
刑
し
た
と
あ
る
24
　

。
ま
た
、
循
吏
の
王
渙
を
称
え
た
「
雁
門
太
守
行
」（『
樂
府
詩
集
』
巻
三
十
九
）
に
「
軽
薄
少
年
を
捕
え
、

笞
を
加
え
罪
を
決
す
（
捕
軽
薄
少
年　

加
笞
決
罪
）」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
軽
薄
篇
」
の
主
人
公
が
「
執
法
吏
」
を
恐
れ
る
の
は
必

然
的
と
言
え
る
。

　

つ
い
で
「
礼
防
」
の
先
例
に
は
、
曹
植
の
「
洛
神
賦
」（『
文
選
』
巻
十
九
）
が
見
出
さ
れ
る
。
該
当
箇
所
を
抜
粋
す
る
。

 

感
交
甫
之
弃
言
兮
、
悵
猶
豫
而
狐
疑
。
收
和
顔
而
静
志
兮
、
申
礼
防
以
自
持
。

交
甫
の
弃
言
に
感
じ
、悵

ち
ょ
う
と
し
て
猶
豫
し
て
狐
疑
す
。和
顔
を
収
め
て
志
を
静
め
、礼
防
を
申
べ
て
以
て
自
ら
持
す
。

　　

神
女
に
強
く
惹
か
れ
る
曹
植
で
あ
っ
た
が
、
神
女
と
の
誓
約
が
反
故
に
さ
れ
た
鄭
交
甫
を
想
起
し
て
気
を
取
り
直
す
。
そ
の
具
体
的
な

行
為
が
志
を
静
め
、「
禮
防
」
を
の
べ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
放
逸
に
傾
き
そ
う
な
心
に
歯
止
め
を
か
け
る
の
が
「
禮
防
」
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
れ
ば
、「
軽
薄
篇
」
の
末
聯
で
は
、
軽
薄
子
が
自
戒
し
て
礼
の
規
範
に
則
ろ
う
と
の
意
志
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
も
、

あ
る
い
は
「
執
法
吏
」
が
礼
に
厳
格
で
あ
る
と
も
解
し
得
る
。
ど
ち
ら
に
解
す
る
に
せ
よ
、
訓
戒
的
な
雰
囲
気
の
漂
う
末
聯
だ
と
言
え
る

の
だ
が
、
必
ず
し
も
額
面
通
り
に
訓
戒
の
意
を
受
け
止
め
る
必
然
性
も
存
在
し
な
い
。
本
節
の
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
社
会
諷
刺
と
、

軽
薄
子
に
対
す
る
共
感
と
い
う
、
二
通
り
の
読
み
が
可
能
な
の
で
あ
る
が
、
複
数
の
読
解
が
成
り
立
つ
と
い
う
事
実
は
、「
軽
薄
篇
」
の
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構
成
の
妙
を
逆
照
射
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
法
に
裁
か
れ
る
予
感
は
仄
め
か
さ
れ
て
も
、
軽
薄
子
の
結
末
は
詩
に
明
言
さ
れ
ず
、

処
罰
さ
れ
る
と
も
、
反
対
に
悔
い
改
め
る
と
も
、
主
人
公
の
人
生
の
行
き
先
は
読
者
の
想
像
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
こ
の
二

つ
の
可
能
性
は
、
軽
薄
子
の
社
会
に
お
け
る
立
ち
位
置

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
指
示
し
て
い
る
。
法
に
照
ら
さ
れ
て
の
懲
罰
は
無
論
の
こ
と
、
改
悛
も
ま
た

社
会
規
範
へ
の
尊
重
と
回
帰
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
現
実
に
い
か
に
も
あ
り
得
そ
う
な
軽
薄
子
の
二
つ
の
未
来
が
詩
の
幕
引
き
に
設
け

ら
れ
、
解
釈
の
自
由
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
25
　

、「
軽
薄
篇
」
の
余
情
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

仮
構
さ
れ
た
主
役
の
、
社
会
に
お
け
る
立
場
の
視
点
に
寄
せ
た
着
地
は
、
張
華
の
楽
府
詩
に
散
見
す
る
。「
壮
士
篇
」
の
末
聯
は
「
独

歩
す
聖
明
の
世
／
四
海　

英
雄
を
称
す
（
独
歩
聖
明
世　

四
海
称
英
雄
）」
と
烈
々
た
る
武
勲
を
持
つ
壮
士
が
世
人
に
讃
え
ら
れ
る
旨
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
し
、「
遊
猟
篇
」
も
狩
猟
に
淫
す
る
こ
と
を
戒
め
て
「
伯
陽　

我
が
為
に
誡
む
／
迹
を
検あ

ら
た

め
て
清
軌
に
投
ぜ
よ
（
伯
陽

為
我
誡　

検
迹
投
清
軌
）」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
語
り
が
漢
賦
の
「
百
を
勧
め
て
一
を
風
す
」
手
法
を
応
用
し
て
い
る
こ
と

は
贅
言
を
要
し
ま
い
。
重
要
な
の
は
、「
軽
薄
篇
」
が
集
団
に
供
さ
れ
る
文
芸
と
し
て
整
斉
た
る
構
成
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

十
人
十
色
の
嗜
好
を
持
つ
読
者
（
士
大
夫
）
を
華
美
な
イ
メ
ー
ジ
で
楽
し
ま
せ
、
未
来
へ
の
不
安
に
惹
起
さ
れ
た
主
役
の
哀
切
な
抒
情

に
浸
ら
せ
、
教
戒
的
な
幕
切
れ
で
作
品
世
界
の
余
韻

0

0

0

0

0

0

0

に
浸
り
つ
つ
そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
る
よ
う
に
、「
軽
薄
篇
」
は
綾
な
さ
れ
て
い
る
。

軽
薄
子
は
、
楽
府
に
お
け
る
伝
統
的
な
主
役
た
る
征
夫
思
婦
の
ご
と
く
リ
ア
リ
テ
ィ
を
十
全
に
具
備
す
る
人
間
類
型
と
し
て
、
読
者
を

作
品
世
界
に
い
ざ
な
う
案
内
役
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
軽
薄
篇
」
は
文
学
史
に
孤
立
し
な
か
っ
た
。
南
朝
に
何
遜
の
「
擬
軽
薄
篇
」、
張
正
見
の
「
軽
薄
篇
」、
中
唐
に
李
益
の
「
軽
薄
篇
」

が
成
立
す
る
の
は
、
張
華
の
「
軽
薄
篇
」
に
模
擬
さ
れ
様
式
化
さ
れ
る
に
足
る
価
値
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。「
軽

薄
篇
」
は
、
少
年
を
主
題
と
す
る
楽
府
題
の
一
類
題
と
し
て
典
型
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
か
か
る
「
軽
薄
篇
」
の
文
学
史

的
価
値
が
、
後
世
の
文
人
の
模
擬
に
よ
っ
て
突
き
固
め
ら
れ
た
こ
と
を
十
分
に
認
め
つ
つ
、
な
お
も
先
行
す
る
文
章
表
現
と
モ
チ
ー
フ

を
統
合
し
、
軽
薄
を
主
題
化
し
た
張
華
の
手
筋
に
こ
そ
「
軽
薄
篇
」
の
価
値
の
根
源
を
見
定
め
た
い
と
思
う
。
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1　

 
林
田
愼
之
助
「
魏
晋
南
朝
文
学
に
占
め
る
張
華
の
座
標
」（『
中
国
中
世
文
学
評
論
史
』
創
文
社
、
一
九
七
九
年
／
初
出
一
九
六
五
年
）、
向
嶋
成
美
「
張

華
の
詩
に
つ
い
て
」（『
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
』
87
、
一
九
七
二
年
三
月
）、
佐
竹
保
子
「
張
華
」（『
西
晋
文
学
論
―
―
玄
学
の
影
と
形
似
の
曙

―
―
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
／
初
出
一
九
九
七
・
一
九
九
八
年
）
な
ど
。

2　

 

前
注
所
掲
林
田
論
文
。
な
お
、『
楽
府
詩
集
』
未
収
の
「
縱
橫
篇
」
が
『
太
平
御
覧
』
巻
四
百
六
十
四
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
孤
例
で
あ
る
こ

と
か
ら
張
華
の
手
に
よ
る
新
作
の
可
能
性
が
あ
る
。

3　

 

林
田
氏
は
注
１
所
掲
論
文
で
「
魏
人
の
情
詩
が
素
朴
な
情
感
の
流
露
で
あ
る
の
に
く
ら
べ
、
晋
代
張
華
の
そ
れ
は
、
鍾
嶸
の
評
語
に
あ
る
と
お

り
、
措
辞
が
巧
み
で
研
冶
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
感
情
も
繊
細
に
な
っ
て
い
る
」
と
張
華
の
「
情
詩
」
を
評
す
る
。

4　

 

行
に
つ
い
て
は
清
水
茂
「
楽
府
「
行
」
の
本
義
」（『
中
国
詩
文
論
叢
』
創
文
社
、
一
九
八
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

5　

 

王
立
増
「
楽
府
詩
題
〝
行
〞〝
篇
〞
的
音
楽
含
義
与
詩
体
特
徴
」（『
文
学
遺
産
』
二
〇
〇
七
年
第
三
期
）

6　

 

出
句
「
機
発
応
弦
倒
」
と
の
対
仗
を
考
え
、「
双
」
を
射
落
と
さ
れ
た
二
羽
の
鳥
と
解
し
た
。『
方
言
』
巻
六
に
「
飛
鳥
を
双
と
曰
う
（
飛
鳥
曰

双
）」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

7　

 

劉
文
忠
『
古
詩
鑑
賞
辞
典
』（
中
国
婦
女
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
479
〜
481
頁
。
劉
氏
の
指
摘
は
注
１
所
掲
佐
竹
論
文
に
よ
っ
て
知
っ
た
。

8　

 

筆
者
と
同
様
の
観
点
が
注
5
所
掲
王
論
文
に
示
さ
れ
て
い
る
。

9　

  「
長
安
有
狭
斜
行
」
に
見
え
る
兄
弟
夫
妻
を
め
ぐ
る
描
写
の
祝
頌
性
な
ど
に
つ
い
て
は
大
村
和
人
「
深
奥
の
宴
―
―
梁
代
『
長
安
有
狭
邪
行
』

に
關
す
る
一
考
察
」（『
東
方
学
』
103
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）、「〝
巫
〞
か
ら
〝
小
婦
〞
へ
―
―
楽
府
『
三
婦
艶
』
の
小
婦
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
国
学

会
報
』
57
、
二
〇
〇
五
年
）、「「
兄
弟
」
の
帰
宅
と
私
宴
―
―
楽
府
「
相
逢
行
」「
長
安
有
狭
邪
行
」
の
「
三
子
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
国
』
21
、

二
〇
〇
六
年
六
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

10　

 

小
西
昇
「
漢
代
楽
府
詩
と
遊
侠
の
世
界
―
―
南
朝
文
学
放
蕩
論
の
発
生
―
―
」（『
漢
代
楽
府
謝
霊
運
詩
論
集
』
葦
書
房
、
一
九
八
三
年
／
初
出

一
九
六
三
年
）

11　

 

左
思
「
詠
史
」
其
四
の
「
朝
集
金
張
館
、
暮
宿
許
史
廬
」
に
付
さ
れ
た
李
善
注
に
『
漢
書
』
巻
七
十
七
・
蓋
寬
饒
伝
の
「
上
無
許
史
之
属
、
下

無
金
張
之
託
」
が
引
か
れ
、
顔
師
古
注
所
引
の
応
劭
注
に
「
許
伯
、
宣
帝
皇
后
父
。
史
高
、
宣
帝
外
家
也
。
金
、
金
日
磾
也
。
張
、
張
安
世
也
。
此

四
家
属
無
不
聴
」
と
あ
る
。

12　

 

「
遊
猟
篇
」
の
夜
宴
の
場
面
に
「
燔
炙　

遺
芳
を
播
き
、
金
觴　

素
蟻
浮
か
ぶ
（
燔
炙
播
遺
芳
、
金
觴
浮
素
蟻
）」
と
あ
る
。

13　

 

現
行
『
淮
南
子
』
説
山
訓
は
「
瓠
巴
鼓
瑟
、
而
淫
魚
出
聴
」
に
作
る
が
、『
三
国
志
』
巻
四
十
二
・
蜀
書
・
郤
正
伝
に
付
さ
れ
た
裴
松
之
注
の

本
文
な
ど
は
「
瓠
巴
鼓
瑟
、
而
鱏
魚
聴
之
」
に
作
る
。

14　

 

注
1
所
掲
向
嶋
論
文
。
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15　

 

末
聯
を
「
但
だ
畏
る　

法
を
執
る
の
吏
の
、
礼
防
且
つ
切
磋
な
る
を
」
と
訓
み
、
役
人
の
礼
法
や
道
徳
に
対
す
る
取
締
の
厳
し
さ
へ
の
畏
怖
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
も
解
し
得
る
。

16　
 

大
村
和
人
「「
都
」
へ
の
帰
還
―
―
曹
植
「
名
都
篇
」
再
考
―
―
」（『
三
国
志
研
究
』
7
、
二
〇
一
二
年
九
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

17　
 

訓
み
下
し
は
入
谷
仙
介
『
中
国
古
典
選
23　

古
詩
選
（
上
）』（
朝
日
文
庫
、
一
九
七
八
年
）
200
〜
203
頁
を
参
考
に
し
つ
つ
、
私
見
を
加
え
た
。

18　

 
諷
刺
の
意
味
合
い
を
読
み
取
る
説
の
代
表
的
な
も
の
に
余
冠
英
『
楽
府
詩
選
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
三
年
）
や
、
軽
薄
子
に
対
す
る

張
華
の
共
感
を
指
摘
す
る
も
の
に
注
1
所
掲
林
田
論
文
が
あ
る
。

19　

 

森
瀬
壽
三
「
楽
府
文
学
の
特
質
」（『
立
命
館
文
学　

白
川
静
博
士
古
稀
記
念
中
国
文
史
論
叢
』
430
〜
432
、
一
九
八
一
年
六
月
）

20　

 

藤
井
守
「
西
晋
時
代
の
楽
府
詩
―
―
陸
機
を
中
心
と
し
て
―
―
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
36
、
一
九
七
六
年
十
二
月
）
は
張
華
の
楽
府
詩

創
作
に
関
し
て
「
彼
は
楽
府
詩
を
通
し
て
、
何
か
を
訴
え
る
こ
と
は
考
え
て
お
ら
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
、
筆
者
も
基
本
的
に
藤
井
氏
と
同
じ
立
場

を
取
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
彼
の
「
鷦
鷯
賦
」
を
思
想
に
富
ん
だ
作
品
と
見
な
す
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。
お
よ
そ
詩
と
賦
は
、
同
時
期
に
お
い
て

全
く
同
列
に
扱
わ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、「
鷦
鷯
賦
」
に
つ
い
て
は
注
１
所
掲
林
田
・
佐
竹
両
論
文
、
和
久
希
「
張
華

「
鷦
鷯
賦
」
と
そ
の
周
辺
」
―
―
荘
子
、
阮
籍
、
鳥
獣
賦
―
―
」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
21
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

21　

 

初
兄
子
厳
・
敦
並
喜
譏
議
、
而
通
軽
侠
客
。
援
前
在
交
阯
、
還
書
誡
之
曰
、「
…
…
龍
伯
高
敦
厚
周
慎
、
口
無
択
言
、
謙
約
節
倹
、
廉
公
有
威
。

吾
愛
之
重
之
。
願
汝
曹
效
之
。
杜
季
良
豪
侠
好
義
、
憂
人
之
憂
、
楽
人
之
楽
、
清
濁
無
所
失
、
父
喪
致
客
、
数
郡
畢
至
。
吾
愛
之
重
之
、
不
願
汝
曹

效
也
。
效
伯
高
不
得
、
猶
為
謹
敕
之
士
。
所
謂
刻
鵠
不
成
尚
類
鶩
者
也
。
效
季
良
不
得
、
陷
為
天
下
軽
薄
子
。
所
謂
画
虎
不
成
反
類
狗
者
也
。

…
…
」
本
稿
に
引
用
し
た
『
後
漢
書
』
の
訓
み
下
し
は
吉
川
忠
夫
訓
注
『
後
漢
書
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
七
年
）
に
従
っ
た
。

22　

 

按
、
夏
陽
侯
瓌
、
本
出
軽
薄
、
志
在
邪
僻
。
学
無
経
術
、
而
妄
構
講
舍
、
外
招
儒
徒
、
実
会
姦
桀
。

23　

 

群
僚
挙
士
者
、
或
以
頑
魯
応
茂
才
、
以
桀
逆
応
至
孝
、
以
貪
饕
應
廉
吏
、
以
狡
猾
応
方
正
、
以
諛
諂
応
直
言
、
以
軽
薄
応
敦
厚
、
…
…
名
実
不

相
副
、
求
貢
不
相
称
。

24　

 

乃
部
戸
曹
掾
史
、
与
郷
吏
・
亭
長
・
里
正
・
父
老
・
伍
人
、
雑
挙
長
安
中
軽
薄
少
年
悪
子
、
無
市
籍
商
販
作
務
、
而
鮮
衣
凶
服
被
鎧
扞
持
刀
兵
者
、

得
数
百
人
。
な
お
、
福
山
泰
男
「
曹
植
の
「
少
年
」」（『
建
安
文
学
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
／
初
出
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

25　

 

注
20
所
掲
藤
井
論
文
に
は
、「
軽
薄
篇
」
の
末
尾
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
、
こ
の
作
品
を
現
実
の
世
界
の
も
の
に
見
せ
か
け
る
為
の
技
巧
に
す
ぎ

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
醸
成
に
着
目
し
て
い
る
。

〔
附
記
〕
本
論
の
根
幹
に
関
わ
る
箇
所
で
、
川
合
康
三
、
黒
田
真
美
子
、
鈴
木
崇
義
、
成
田
健
太
郎
、
遠
藤
星
希
諸
氏
に
ご
教
示
賜
っ
た
。
篤
く
御
礼

申
し
上
げ
る
。
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